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Authors observed the shapes ofichthyophonus cultured with O．85％saline and  

artificialmedium；Sabouraud dextrosc agar and TGC fluid medium adding’10％calf  

serum．Piecesof visceralorgans of affectedyellowtailfry werekeptinO．85％saliIle  

at うOC for one month．Various sizes of multinucleate sphericalbodies germinated  

three days afterinoculation．Endosporeswereproducedin oneweekafterinoculation  

but they never grew during the one month observation. On the Sabouraud dextrosr 

agarlong hyphae grew from pieces of visceralorgans of affectedJapanese eelat  

180cin one week afterinoculation．Heavy－Walled spores were formed at the tips of  

the hyphaein one week after that．   

In the TGC fluid medium，hyphae grew from pieces of visceralorgans of  

affected yellowtailfry at23OCin one week afterinoculation．Hyphae grew making  

many branches and hyphalbodies at the tips of the hyphae during four months  

Observation．   

病死魚や，病魚の病巣を生理的食塩水中に保存して，イクチオフォヌスがどのような動態を′行す  

かという問題は，DoRIER♂∠．αJ．（1961）によって研究されている。また人二1二培地を用いた培養実  

験や培地上でのイクチオフォヌスの形態に関する研究ほFISti（1ウう4）がヘンリチ氏ルウテン培軋  

魚肉汁，サブロー培地，魚肉添加グリセリソ培地を用いて行なっている。またSINDER九仏NNβg＿α㌔  

（19う4）は血清添加サブロー培地で培養を行なっている。しかし病死魚内におけるイクチオフォヌ  
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スの動態と人工培地における形態にほ現在も不明な点が多い。   

著者らはニホンウナギとブリ稚魚の病魚から摘出した病巣を滅菌生理的食塩水中に保存して，死  

後の組織内における形態の変化を調べ，同時にサブロー寒天平板および仔午血清添加11（；C液体培  

地を用いて人工培地における形態を明らかにした。  

材料およひ方法   

摘出組織におけるイクチオフォヌスの動態の観察と10％仔牛血清添加TGC液体培地における培  

養には1978年7月に三重県下の養殖漁場から新たに採取したブリ 51揮玩御二7′〟成αわの病稚魚を  

用いた。摘出組織内におけるイクチオフォヌスの動態ではブリの病稚魚の肝臓，脾臓，腎臓を切り  

出し，それを滅菌した0．8う％生理的食塩水中に入れ，う〇Cの冷蔵庫中に1ケ月間保存し，随時取  

り出して生標本として観察した。   

人工培地での培養はサブロー寒天平板と10％仔牛血清添加TGC液体培地を月れ、た。サブロー寒  

天平板における培養ほ第Ⅳ報に記したニホンウナギA」毎桝めⅥの内臓を摘出し，1mm角に切っ  

た小片を平板におき180cで2週間観察した。10％仔午血清添加TGC培地における培養ほイクナナ  

フォヌスの継代のた捌こ用いた。ブリ稚魚の肝臓，脾臓，腎臓を無爵的に摘出し，1n一打－の′ト片に  

切って培地内に入れ2うOcでうケ月間観察した。適時新しい培地にとりかえてイクチオフォヌスの  

継代を行なった。  

結  果  

生理的食塩水中に保存した病魚の病巣の組織片内では2日冒にイクチオフォヌスの多核球状体  

の細胞壁が著しく肥厚し（Fig．1），約3日目に発芽し，糸状体が伸長する（Fig■2）。この過暮  

ほ上記の魚体内の組織中でみたものと同じであるが，死魚組織では多核球状体の発育段階に開演  

なく発芽し，原形質が糸状体の先端部に集まるために先端が膨大になり，その結果，もとの球状藩  

との問の菌糸部分は中空の管状になる。う～7日目に先端部の膨大部打に内生胞子がつくられる  

（Fig．3）。しかし，発芽しない球状体内にも内生胞子が形成されるが（Fig・4），そq）後の観察  

ではこの胞子の放出と発育ほみられなかった。なお球状体内につくられる内生胞子♂）数は極めて多  

く，球状体の大きさにより－【一定していない。   

ニホンウナギの病巣をサブロー寒天平板上で培養した場合，約3日で多核球状体の成熟の程度に  

関係なく発芽が始まる。約1週間後には分枝をもつ細い菌糸が伸長し，その長さは200√もを超える  

こともある。原形質は糸状体の先端に移動し，その部分は膨大になり，原形質の実質的な増加 

る。この菌糸の形態ほSINDERMANN el．al．（19う4）が示したheavy－Ⅵ′Talle（ispcre と同じ形 

ていた。   

ブリ系のイクチオフォヌスを10％仔牛血清添加TGC液体培地で培養すると容易に増殖する。約  

2ヂCの条件下で培養したもので約1週間後に培地中の組織片のまヌ）りに多数の菌糸が仲良してき  

た（Fig．う）。培地中における発芽は…一極のことが多いが，仲良した菌糸は激しく分枝し，各校レ〕  

長さが200～300√‘に達することもまれでほない（Fig・6）。菌糸ほ細く，先端部に原形勘うミ移ノ「j  

し，その部分は球状に膨大し，それ以外の部分ほ中空となって菌糸状の形態をもつ（つ菌糸党端部の  

膨大部の総量はもとの球状体よりもはるかに多く，量的に増加していることが確認された。条件が  

良好な時には菌糸先端の膨大部が分離し，それがまた発芽して菌糸を伸ばすこともある。、しかLE王   
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い培地では菌糸先端の膨大部は球形になり，厚い細胞壁に包まれる。この状態のものほ少なくとも  

約4ケ月の間．培地中で形態を保有している。  

考  察  

イタチオフォヌスを含む病魚の組織片を生理的食塩水に入れ，宿主の死後におけるイクチオフォ  

ヌスの動態を観察した結果1）発芽ほ多核球状体の発育段階に無関係に起こり，2）発芽後，糸状  

体が伸長し、その先端につくられた膨大部内に内生胞子がつくられ，う〕また糸状体の伸長がない  

ままに球状体内に内生胞子がつくられることがわかった。これらの内キ」瓶子を生理的食塩水に長く  

保存しても胞子の発育はない。また第11車齢こ述べたようにこの内生胞子ほ感染力をもたない。以⊥二  

の事実から，宿主の死はイクチオフォヌスにとって緊急事態であり，多核球状体は発育段階に関係  

なく発芽し，胞子をつくることがわかった。しかしその胞子の感染力には問題があり，そのまま休  

止すると考えられる。   

DoRIER〆．αg．（1961）ほ，病死魚内のイクチオフォヌスの観察に基づいて，病魚の死後，魚体  

外に出たプラスモジウム（菌糸先端の膨大部）が魚に摂取され，それが消化管内で内生胞子をつく  

り，放出された単核のアメーノミー状の胞子が消化管壁に侵入すると推察している。しかし，この押  

測ほ第Ⅵ報の著者らの経胃感染に関する実証からも正しくないと言える。   

サブロー寒天平板上でほイクチオフォヌスは長い菌糸をつくり，最終的には heavy－Ⅵ′allcd  

SpOre（SINDERMANN ei．al．19う4）がつくられた。ニホンウナギ感染系のイクチオフォヌスもサブ  

ロー寒天平板上では，ニシン感染系と同じ形態をとることがわかった。サブロ〔寒天平板上でほ  

heavy－Walled sporeの発育がないことからこの培地はイクチオフォヌスの発育と継代にほ巨分な  

ものとは言えない。  

10％仔牛血清添加TGC液体培地ではイクチオフォヌスの糸状体が激しく伸長するが，その形態  

は魚体内における糸状体とほはるかに異なり，菌糸と呼ぶのがふさわしい。その菌糸町先端には原  

形質を含む球状の膨大部がつくられ，その原形質の量ほもとの多核球状体よりも増加しておイ㌧：本  

培地は発育培地となることがわかる。しかし培養中の菌糸の感染力は疑問があり，感染ノブを保っフ＼二  

ままイクチオフォヌスの継代ができる培地ではないと考えられる。  

要  約   

1）ブリ稚魚とニホンウナギに感染していたイクチオフォヌスを用いて，宿主の死後の形態シ  

ブロー寒天平板と10％仔牛血清添加TGC培地での培養下での形態を観察した。   

2）宿主の死後，あらゆる段階の多核球状体が発芽し，内生胞子がつくられた。   

3）サブロ十寒天平板上ではheavy－Walled sporeがつくられた。   

4）10％仔牛血清添加TGC培地では多数の分枝をもつ菌糸が増殖した。  
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Explanation of Plate  

Fig．1Multinucleate sphericalbodiesin the pregermination stage two days afterinoculation  

in O．85％saline．They are walled by a thick cellwall．x32〕  

F；g．2 A hyphalbody four days afterinoculationin O．85％ saline．A hyphat body extends  

from the sphericalbody and allprotoplasm mlgrateSin the hyphalbody．：く320  

Fig．3 Hyphae with endospore production at the tips of them one week afterinoculationin  

O．85％sa】ine．Spores were not released and did not grow during the one month observ  

vation． ス200  

Fig．4 Endospore productionin the sphericalbody one week afterlnoculationin0．8う％saline．  

They did not grow during the one month observation．x320  

Fig．5 Growth of hyphae one week afterinoculation at 23Ocin TGC fiuid medium adding  

10％calf serum．Many hyphae extend from a piece of thc】iver of ye11owtailfry．xうO  

Fig．6 A hypha extending many branches with hyphalbodies at the tips one week after  

inoculatonin TGC fluid medium addinglO％calf serum．xi60  

Fig．7 Hyphae with heavy－Wa11ed spores at the tips30days afterinoculationin TGC flu  

medium addinglO％calf serum，×200  

Materialisichthyophonusinfected ye1lowtailfry．   



魚類のイクチオフォメス症l  
lう］   

蓼
 
必
浄
 
 


